
第４学年１組　国語科学習指導案
2017年11月21日　　　　　　　　
指導者　　小野　薫(T１）


甲斐　宙(T２）
　　　　　　
1． 単元名　　　「　　　　　委員会しょうかいリーフレット」を作って、4年生のみんなに、臼杵小の委員会活動　　　
　　　　　の仕事内容を教えよう
　　　　　　教材：「アップとルーズで伝える」【読】「クラブ活動リーフレットを作ろう」【書】
～段落の関係をとらえて文章全体を読み取り、写真と文章を対比させて表現する～
2． この単元にかかわる児童の実態　
　○１学期の「動いて、考えて、また動く」では、段落相互の関係を考えながら説明文を読む学習を行った。
　また、「新聞を作ろう」の単元では、段落を意識して記事を書くことはできたが、伝えたいことが明確な
　文章を書くことは苦手な子どももいた。
3． 単元の指導目標　　
　　＜指導目標＞
○それぞれの段落が全体の中でどのような役割を果たしているかを考えながら、読むことができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　【読】
○書こうとすることの中心を明確にして、写真と文章を対比させながら、段落相互の関係に注意しながら文章を書くことができる。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　【書】
＜指導事項＞
○目的に応じて中心となる語や文を捉え、段落相互の関係や事実と意見との関係を考え、文章を読むこと。
　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　【読－イ】　
○文章全体における段落の役割を理解し、自分の考えが明確になるように、段落相互の関係などに注意して文章を構成すること。　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　【書－イ】
○指示語や接続語が文と文とのつながりに果たす役割を理解し、使うこと。 　【伝国（１）－イ（ク）】
4． 本単元の言語活動
　○言語活動として「『　　　　　　委員会しょうかいリーフレット』を作って、４年生のみんなに、臼杵小
　　の委員会活動の仕事内容を教える」と位置付けた。
　○「　　　　委員会しょうかいリーフレット」には、臼杵小のそれぞれの委員会の仕事内容を伝える
　　文章とそれに合ったアップやルーズの写真を、効果的に取り入れて書くことを位置づける。
5． 評価規準
	国語への関心・意欲・態度
	読む能力
	書く能力
	言語についての
知識・理解・技能

	○写真と文章が対応した説明的な文章を読んだり、取材したことを写真や文章で分かりやすくまとめて書いたりしようとしている。
	○写真と文章を対応させて、中心となる語や文を捉え、段落相互の関係を考えながら読んでいる。

	○写真と文章を関連させながら、書こうとすることの中心を明確にして書いている。
	○指示語や接続語の役割を理解し、文章の中で正しく使っている。



６．　指導計画（総時数１４時間）
	次
	時
	学　習　活　動
	指導上の留意点
	評価規準
（評価方法）

	１（説明する相手と内容を決める）
	１

	○学習課題を設定し見通しをもつ。

	○5年生になると委員会活動が始まり来年1月には4年生も委員会決めに参加する。しかし各委員会の仕事内容など知らないことがあることを確認し、調べてみたいという意欲を持たせる。
○「クラブ活動リーフレットを作ろう」の教材文を範読する。リーフレットは、１枚の用紙に説明したいことを簡単に表したものであることを確認し、学習課題(大めあて)と学習計画を設定する。

	【関】
　単元の活動に
　意欲をもっている。
（発言・態度）

	　　　　　　　　　　　　　　　　２（文章の組み立てを考える）
	
２
３
　

	

○範読を聞き、配られた４枚の写真が「アップ」と「ルーズ」のどちらなのか考えさせる。また、その根拠となる文章に黒線をひく。
・③段落にアップとルーズの定義が書かれていることが分かる。
　また、③段落には「問い」があることに気づく。
	○「アップとルーズで伝える」を範読し、意味のわからない言葉の確認をする。
○教科書(P34～35）の４枚の写真を縮小したものを配り、写真と段落を対応させ、ノートに貼らせる。
・③段落に書かれたアップとルーズの定義に気づかせ、写真と文章を対応させその根拠になる言葉をノートに書かせる。


	【読】
段落のあらすじ
が読み取れて
いる。
　（ノート・発言）


	
	４
	
○③段落には「問い」をもとに、④・⑤段落を読み、「アップとルーズ」のちがいが書かれている文章に赤線をひき、比較する。
　

	
○④～⑤段落に書かれた「アップ」と「ルーズ」で「伝えられること」と「伝
　えられない」ことを対比させて、板
　書にまとめる。
	【読】
アップとルー
ズのちがいを
理解している。
（ノート・発言）


	
	５

	
○5枚目の写真の注釈からえいぞうをきりかえる理由が書かれている部分に青線をひき、著者の考えに気づく。
　・⑥段落が④・⑤段落のまとめであることがわかる。
	○⑥～⑧段落から、伝えたいことに合わせて「アップ」と「ルーズ」を使い分けることの大切さに気づかせる。
えいぞうをきりかえながら放送するのは、受けてが知りたいことは何か、送り手が伝えたいことは何かを考え、「アップ」と「ルーズ」を選んで使うためである。
　
	【読】
筆者の考えを
理解している。　
(ノート・発言)
　

	
	　　　６（本時）
	
○先生が考えた文章の組み立てと説明した文章をもとに、「アップ」と「ルーズ」の使いわけを考える。
	 写真Aは、アップがよい。
理由は、一番伝えたいことが図書委員がまちがえずにバーコードを通すことで、図書委員の目線などからそれがわかるから。

	【読】
目的に応じて「
アップ」と「ルー
ズ」の使い分け
を選べている。
(ワークシート・発言)

	
	７
８

	
○１０の委員会毎の割り当てを決め、紹介したいことを話し合わせ文章の組み立ての中の部分を書く。
　・文章の組み立ての中の部分に合った写真は、「アップ」と「ルーズ」のどちらがよいかを考えておく。
　

	○子どもたちの希望を優先し、紹介したい委員会毎にグループを作って、文章の組み立ての中の部分を考えさせる。

	【書】
書こうとすることの中心を明確にして書いている。
（ワークシート）

	　　　　　　　３　説明する文章を書く
	９

	※12月4日（月）6校時　委員会活動見学（4年：国語科）
　・グループ毎に委員会の取材を行う。
　・インタビューの仕方（3年国語科にて学習済み）、iPadを使った「アップ」と「ルーズ」
　　の写真の撮り方（4年総合的な学習で学習中）を、事前に復習しておく。

	
	10
11
12
	

○初め（委員会の紹介や仕事内容）、中（具体的な仕事の説明文）
おわり（まとめ・感想）を書き、写真と合っているかを確認する。
	○これまでの学習で学んだ表現方法を活かして書かせる。
　・接続詞や指示語の使い方を確認する
	【書】
段落に注意して
写真と対応させな
がら文章が書けて
いる。
【伝国】
接続詞や指示語に注意して、書くことができている。
(リーフレット）


	
	13
	
○表紙や裏表紙を作る。
　・読み直しをする。
	○表紙は「委員会名」、裏表紙は「委員会が仕事を行う時間・場所・人数」を書くことを確認する。
　・読み直しをさせる。

	【書】
必要なことを意識
しながら書けてい
る。
（リーフレット)

	４リーフレットで伝える

	14

	
○委員会毎にまとめて置き、自由に読む。読んだ後、それぞれの委員会の仕事内容がわかったかどうかを発表する。
	○友だちの作ったリーフレットを読んだ後、それぞれの委員会の仕事内容がわかったかどうかを確認し、単元全体の振り返りを行う。
	【関】
リーフレットを
進んで読んでい
る。
（態度・発言）



７．本日の授業の主張点（「授業改善３９チェックより」）
　　①授業の基本のみがき直し
　　　○「めあて・課題・まとめ・振り返り」を適切に位置付けている。
　　　　・授業者は、本時のねらい等に応じ、児童の思考の流れにそって授業をおこなっているか。
　　②問題解決的な学習活動の展開
　　　○主体的な学びを促す課題を設定している。
　　　　・授業者は子どもが「考えてみたい」「やってみたい」と思うような課題を設定しているか。

　　
　　③生徒指導の３機能を意識した授業
　　　　○自己決定の場を与えている。
　　　　　　　・授業者は、子どもに課題に対する自分の考えを持たせているか。
	◎2者選択して立場をはっきりさせた後、その根拠となる言葉に着目させているか。


８．本時の指導案（　６／１４）
（１）題目　　　　　　「アップ」と「ルーズ」のどちらの写真がよいか
（２）ねらい　　　　　リーフレットの写真を「アップ」と「ルーズ」のどちらにするかということについて、
　　　　　　〈文章と写真の対比〉〈「アップ」と「ルーズ」の違いによる理由付け〉を通して、「アップ」
　　　　　　　と「ルーズ」の特徴を理解して選択できるようにする。
（３）評価規準　　「アップ」と「ルーズ」の特徴を理解し、目的に応じて「アップ」か「ルーズ」を選んで
　　　　　　　いる。
（４）展開
	時
	学習活動
	指導および留意点
	評価規準
（評価方法）

	　　　 　　　　
５
15
10
10
　　
５　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　  　　　　　　　　　　　
	
１
１
　
１
１１．前時の学習を振り返り、学習課題をつかむ。

２．自分の考えをワー
クシートに書く。
３．自分の考えを友だちと自由に話し合う。
４．考えを発表し、まとめをする。

５．本時を振り返り、.次回の学習の見通しを知る。
	T１
	T２
	【読】
目的に応じ
て「アップ」と
「ルーズ」の
使い分けを、
選べている。
(ノート・発言)


	
	
	○「アップ」と「ルーズ」には、伝えられることと伝えられないことがあることを確認する。その後、先生が考えた文章の組み立てを見せ、図書委員会の仕事で伝えたいこととリーフレットの中の文を確認し、見通しを持たせた後、学習課題を 設定する。
○「アップ」と「ルーズ」のどちらかに決
　めさせ、そう考えた理由をワークシート
　に書かせる。
　・立場をはっきりさせるために、名前カ
　　ードを黒板に貼らせる。
　・立場がはっきりしない子どもは中間に
　　貼らせ、名前カードの貼り替えは自由
　　であることを告げる。
　・理由が書けない子どもには、文章の組
　　み立てのキーワードになる言葉に線を
　　引かせる。そして、線を引いた文章に
　　合うのは「アップ」と「ルーズ」のど
　　ちらの写真が良さそうか考えさせる。
○立ち歩いて、自分の考えと友だちの考え
　を比べながら、話し合いをさせる。
　・同じ立場の人だけでなく、違う立場の
　　人の意見も聞くように促す。
　・友だちの考えを聞いて、参考になった
　　ことは、ワークシートにメモしてもよ
　　いことを伝える。
○「アップ」と「ルーズ」のどちらの立場
　かをはっきりさせてから、そう考えた
　理由を発表させる。
　・考えが片寄った場合は、少ない方の考
　　えから発表させる。
　・「アップ」と「ルーズ」のどちらかに決　
　　まらない場合は、先生が撮った写真を
　　紹介し、再度考えさせる。
○次回は、どの委員会を調べるかを決めて
　自分で文章の組み立てを考え、書き始め
　ることを告げる。
	・前時の学習を掲示物でおさえる。
・名前カードを貼る時に支援する。
・悩んでいる子どもに声をかえ、途中で貼り替えて良いことを再度確認する。
・自分の考えを伝えることが苦手な子どもの支援をする。
・自分の考えが書けない子どもには、相手の考えが自分の考えと似ているかどうかを問う。似ている時は、友だちが話したことをノートに書いても良いことを伝える。
・テレビを使って
　写真を紹介する。
	


○単元・内容の関連（説明的な文章の読みとそれに関連した書き）
	
	2年
	3年
	4年
	5年

	一学期
	
・時間の順序や理由を表す言葉に着目し、様子とそのわけを考えながら、説明的文章を読む。

・観察対象の様子や自分の気づきなどが相手に伝わるように、題名を付けて、工夫して書く。

	
・「段落」について知り、「はじめ」「中」「おわり」の文章構成や段落の内容を捉えて読む。
・必要な事柄を調べ、報告する文章構成に沿って書く。
	
・筆者の考えを読み取るために、事実と意見の考えを捉え、段落相互の関係を考えながら読む。
・新聞の特徴と作り方を知り、記事になることを決め、伝えたいことを明確にして
文章を書く。
	
・新聞記事を読み比べることの意味や効果を知ったり、見出しやリード文から要旨を捉えたりする。
・要旨を捉え、筆者の考えや文章の書き方についての感想を発表し合って、自分の考えを広げたり、深めたりする。

	二学期
	
・順序を考えて教材文を読み、説明のしかたについて考える。
・説明の順序を考え、
（まず、つぎに、それから）
言葉のまとまりに気をつけながら文章を書く。
	
・中心となる語や文を捉え、段落相互の関係を考えながら、文章の内容を理解する。
・「はじめ」「中」「おわり」の構成を意識し、「中」の事例を絵と組み合わせ、段落に分けて書く。
	
・文章全体における段落の役割について考えながら読む。
・書くことの中心をはっきりし、写真と文章を対応させ、段落相互の関係に注意して書く。
	
・筆者が伝えたいこと、論の進め方、図表などの活用について考えをまとめて発表し合い、自分の考えを広げたり、深めたりする。
・目的や意図に応じて収集した事柄を、全体を見通して整理するとともに、引用したり図表やグラフを用いたりするなどの書き方を工夫し、自分の考えが伝わるように書く。

	三学期
	
・身近な遊びを説明する文章を読み、自分の経験と結びつけ、思いや考えを発表する。
※学習：
「はじめ・なか・おわり」
	
・科学読み物を紹介するために、「問い」から「答え」までの考えの進め方を段落のつながりに気を付けて読む。
・適切に引用したりまとめたりする。
※たいせつ：
「考えの進め方をとらえて読む」

	
・事実と考察の関係を押さえて読み、文章を要約したり引用したりして紹介することができる。
※たいせつ：
「要約する」

	
・事実と感想、意見との関係を押さえて、自分の考えを明確にして読む。
※たいせつ：
「自分の考えを明確にする」




















大めあて　「　　　　　　委員会しょうかいリーフレット」を作って、４年生のみんなに、


　　　　　


　　　　　臼杵小の委員会活動の仕事内容を教えよう




















　言語活動　「『　　　　　　　委員会しょうかいリーフレット』を作って、４年生のみんなに、臼杵小の委員会活動の仕事内容を教えよう」








　　　　　委員会活動の仕事内容を紹介しよう


」








」


」





� eq \o\ac(○,め)��文章の組み立てを考えよう





� eq \o\ac(○,課)��４枚の写真は、アップなのか、ルーズなのか。








� eq \o\ac(○,ま)��（写真と対応させて、順番に）


ルーズ・アップ・アップ・ルーズ・





� eq \o\ac(○,課)��「アップ」と「ルーズ」には、どんなちがいがあるのか。





� eq \o\ac(○,ま)��「アップ」と「ルーズ」のちがいは、「アップ」は、細かい部分の様子がよくわかるが、「ルーズ」は、広いはんいの様子がよくわかる。





� eq \o\ac(○,課)��えいぞうをきりかえながら放送するのはどうしてか。








� eq \o\ac(○,課)��写真Aは、「アップ」と「ルーズ」のどちらがよいか








� eq \o\ac(○,め)��紹介したい委員会活動の組み立てを書こう。





（確認事項）


・一人がリーフレットを1枚書くこと。


・中の文章は、グループで分担しても、同じものでもよい。（初めと終わりは自分で考える。）


・12月4日（月）の委員会活動の時間に取材に行く。その時に様子をメモし、写真を全員で取る。


　また委員会終了後に、インタビューをしても良い。


・取材後に、中の部分や「アップ」


　と「ルーズ」の写真の選択が変わ


　っても良い。











� eq \o\ac(○,め)��「　　　　　　委員会しょうかいリーフレット」を完成させよう





� eq \o\ac(○,め)��リーフレット（内側）を書こう





� eq \o\ac(○,め)��リーフレット（外側）を書こう














� eq \o\ac(○,め)��友だちが作った「　　　　　　　委員会しょうかいリーフレットを　





読んで、交流をしよう





本単元でつけたい力　段落の関係をとらえて、文章全体を読み取り、写真と文章を対比させて


　　　　　　　　　　表現する力








言語活動「『　　　　　　　　委員会しょうかいリーフレット』を作って、４年生の


　　　　　みんなに、臼杵小の委員会活動の仕事内容を教えよう














◎「アップとルーズで伝える」で学んだことを生かし、先生のリーフレットを考えた時に、どんな写真が説明する文と合っているのかを進んで考え、「アップ」か「ルーズ」のどちらかの写真を選べているか。





前時までに、教科書の「アップとルーズで伝える」の学習を終え、「アップ」と「ルーズ」の


特徴を知り、テレビや新聞などでは使い分けることが大切であることを確認している。








めあて　文章の組み立てを考えよう








課題　写真Aは、「アップ」と「ルーズ」のどちらがよいか











　まとめ　写真Aは、アップがよい。


　　理由は、一番伝えたいことが、図書委員がまちがえずにバーコードを通すことで、図書委員の目線などからそれがわかるから。








たんぽぽのちえ【読】


⑩








かんさつ名人になろう【書】⑭





言葉で遊ぼう【読】・


こまを楽しむ【読】


　　　　　　　⑨


気になる記号【書】⑭





大きな力を出す【読】・


動いて、考えて、また動く【読】⑧


新聞を作ろう【書】⑮





新聞を読もう【読】


　　　　　　③





見立てる【読】・生き物は円柱形【読】


　　　　　　⑦





しかけカードの作り方【読】⑥


おもちゃの作り方【書】⑥





すがたをかえる大豆


【読】・食べ物のひみつを教えます【書】


　　　　　　　⑭





アップとルーズで伝える【読】・「クラブ活動リーフレット」を作ろう【書】⑯





天気を予想する【読】


グラフや表を引用して書こう【書】⑫





おにごっこ【読】⑩





ありの行列【読】⑦





ウナギのなぞを追って【読】⑥





想像力のスイッチを入れよう【読】⑥








